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1 ．背景
　当院では以前、CT のワイヤー法に準じて直径
5cm の自作ファントム（以下小ファントム）を
作成し MTF を測定した。しかし当院の ANGIO
装置では撮影条件が全て Auto で設定されてしま
う。そのため線量が十分に出力されずノイズの影
響を受けてしまったと考えられた。
2 ．目的
　直径 20cm の自作ファントム（以下大ファント
ム）と直径 5cm の自作ファントム（以下小ファ
ントム）を作成し、各視野サイズ（48cm、42cm、
37cm、31cm、27cm、22cm、19cm、15cm）にお
ける MTF を測定し、比較、検討を行った。さら
に得られた MTF 値の信憑性を確認するためメー
カー発表の限界解像度を基とした各再構成拡大率

（140%、100%、67%、50%、33%、17%） に お け
るMTFの測定と視覚評価を行ったので報告する。
3 ．方法
3-1 ファントム径による撮影条件、MTF の変化
　収集速度 30frames/sec、撮影時間 4sec、アー
ム回転速度 55°/sec、収集マトリックス 1024 ×
1024 の条件にて各視野サイズで大ファントムと
小ファントムを撮影し、最大解像度になるよう再
構成処理を行い、MTF の比較を行った。
3-2 再構成拡大率による MTF の変化
　方法 3-1 で撮影した大ファントムのデータを用
いて、各視野サイズにおいて再構成拡大率を変化
させて MTF の比較を行った。
3-3 櫛形ファントムによる視覚評価
　櫛形ファントムを用いて方法 3-1 と同様の方法
で撮影を行い、各視野サイズ、各再構成拡大率ご
とに視覚的に比較を行った。
4 ．結果
4-1 ファントム径による撮影条件、MTF の変化
　大小どちらのファントムでも視野サイズを小さ
くすると管電圧、管電流の値が高くなった。小
ファントムに比べて大ファントムでは管電圧、管
電流の値が高くなった。
　小ファントムでは 10%MTF の値がばらつくの
に対し大ファントムではばらつきがみられなかっ

た。大ファントムでは視野サイズ 48cm のときの
み他の視野サイズと比べて 10％ MTF の値が低
くなった。（表 1）
4-2 再構成拡大率による MTF の変化
　視野サイズ 22cm 以下では再構成拡大率 17%
のときのみ 10%MTF の値に変化がみられたが、
それ以外では各視野サイズにおいて再構成拡大率
による MTF の変化は認められなかった。
4-3 櫛形ファントムによる視覚評価
　どの視野サイズにおいても視認できる解像度に
差はなく、拡大再構成率による画像の見え方にも
違いは存在しなかった。
5 ．考察
　ファントム径を大きくすることで、各視野サイ
ズにおける 10%MTF の値にばらつきがみられな
くなったことから、線量がより出力され、ノイズ
の影響が少なくなったと考えられる。視野サイズ
48cm のときのみ 10%MTF の値が小さくなった
のは、視野サイズが 48cm と 42cm を堺に FOV
が長方形と正方形に切り替わっているためと考え
られる。
　通常限界解像度を超えて拡大再構成を行うと画
像が劣化するため MTF は低下するが、櫛形ファ
ントムによる視覚評価では差はみられなかったこ
とから、拡大再構成が画質に及ぼす視覚的影響は
少なかったと考えられる。
6 ．結語
　ファントム径を大きくしたことで線量がより出
力されたことでノイズの影響を軽減することがで
き、MTF 測定用ファントムとして有用であると
いえる。
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